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1駄 目な会社の再生
皆様 こんにちは、紹介頂 きま した 山岸 です。講演 に入 ります前 に、眠気 が出ない
よ うに、背伸び を したい と思います。(会 場 で参加 者全員起立の上、 ス トレッチ と
勉強会開始 の挨拶 を反復練習 した。)
私 は、 どうして も駄 目な会社 に乗 り込んで、営業に専念 して事業 の建て直 しに全
身全霊 で取 り組みま した。車にお茶 を積 んで営業マ ンがスーパーな どを回る会社 だっ
たのですが、まずそ こで従業員 に何 をや らせ たか といいます と、1ヶ 月の うち1日
は全営業マ ンを休 ませて、外部 か ら先生 をつれて きて社是 を作 り、 これだ けは絶対
に譲 らない もの として、社員達 に行動原則 を6ヶ 月間かけて作 らせ ま した。
そ して、毎朝の朝礼 を大事 に して社是や行動原則 を斉 唱 し、仕事を始 めるわけで
す。毎週土曜 日には、1週 間 自分達 を支 えて くれ たお客 さん、工場、お店、家族 に
対 して感謝 の気持 ちを込めて1分 間の黙祷 を行 い、1週 間を終わ るとい うこ とをや
りま した。 この よ うな業務活動 を続 けている と、まず車の事故が少な く、そ して、
お客 さんか らお宅の会社は本 当に元気 がある と褒 め られま した。
また、次 にや った ことは、経営 において個人のプラバシー以外 は、限 りな くガ ラ
ス張 りの経営 に徹す ると、従業員達 に誓いま した。 そ して、3つ 目は、本 当の平等
とは、結果 において格差がつ くものだ とい うことを鮮 明に した ことです。社員 が入
社 して基本給 として支給す るのは、生活の安定のためのものです。 しか し、6ヶ 月
間の会社 に対す る貢献度は、ボーナスの査定 とい うもの しかないわけです。 だか ら、
極端 な言 い方 をす ると、1万 円か ら100万 円の差が生 じるこ とにな ります。 これ が
私の経営の基本 でございます。
駄 目な会社 とい うのは、駄 目な社員だ けが残 り、優秀 な社員は皆先 に辞 めて行 き
17
国際経 営フォーラムNo.16
ます。残 った社員 は要領 よく振 る舞 う者 ばか りです。朝か らパ チンコに行 った り、
喫茶 店で時 間をっぶ した り、そんな社員 ばか りが駄 目な会社 には残 ります。それで
今の よ うな朝礼 な どを行 な うこ とに しま した。
それか ら、僅 か5.5坪 くらいの店 の中で、1日1千 万円の売上 を上 げま した。 そ
れではなぜ、そのよ うな繁盛店ができたので しょうか。企業の経営革新 と地域貢献
とい うことにっ いて、お話 したい と思います。 ここでは、地域社会 が 自分の会社 を
支持 しない限 り、絶対に事業は成功 できない とい うことを明 らかにす るつ も りです。
2非 常識が革新を生む
まず、簡単 に 自己紹介 を致 します。私 は今年 の4月 で62歳 にな ります。15歳 中卒
で東京 に出てきま した。高校 に進 学できなかった悔 しさに、 日本第一の茶家 にな り
たい と決心 しま した。そ して、大学卒 を部下に持っ ことを密 かな 目標 に しま した。
幸いにその夢 も達成 しま した。私の この経歴 は、常に成功す る 目標 を立て ない と成
功で きない とい うことを示唆 しています。 立てた 目標 はず っと思い続 けるこ とが大
事です。私は20年 間ずっ と思い続 けてきま した。20年 間1つ の 目標 を思い続 けるこ
とは、実 は大変 な ことなのです。
さて、会社 を起 したい人 は、まず経営理念 を打 ち立て ることが重要です。私 が知
る限 りでは、最初 に経営理念 をつ くったのは松 下幸之助氏 だ と思います。松 下の例
か ら、経 営理念 とい う言葉が如何 に重要か とい うことを知 るこ とができます。い く
らよい組織、立派 なシステムをっ くって も理念がなけれ ば、それは必ず崩壊 します。
ですか ら、魂 を入れ るのは トップの責任です。全てが トップの責任 としている会社
は潰れない とい うことです。
日本 は現在、 「せ い(所 為)の 病」 に罹っています。景気 のせ いだ、バ ブル のせ
いだな ど、何で も他 のせいに します。そ ご う百貨店 は1兆5千500億 円の負債の うち
500億 円 しか返済 してい ません。 中小企 業は1円 でも足 りなか った ら大変 です。 で
すか ら、言葉は悪 いのです が、私はせい(所 為)病 に罹 ってい る人たちを、教 え る
こ とで治療 しなけれ ばな らない と思 ってお ります。
中小企業 の経営革新 とは何か とい うことにつ いて、私 な りに整 理す ると、 「非常
識 が常識 に変る時に革新 が生まれ る」 とい うことです。例 えば、セブンイ レブンで
す。30年 前には、商店街のお店 は10時 に開けて、夜7時 に閉まるのが当然 だったの
です。そ の時 に、朝7時 か ら夜11時 まで に店 を開け ることは、当時 の 日本 では非 常
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識 だったのです。今 は24時 間が常識 になっています が、それ だけ我 々の 日常生活 の
中に深 く浸透 し、数 え切れ ない便益 を与えてい るのです。
も う1つ の例 として、ヤマ ト運輸を挙げることができます。ヤマ ト運輸が、預かっ
た荷物 を翌 日全国に配達 します、 といった時に皆 が非常識 だ と考 えま した。 当時小
包 は郵便 だけだ ったのです。年末 は12月15日 までに小包 を出 さない と、年内には配
達で きませ んで した。そ こにヤマ ト運輸 が参入 した ことは、当時非常識 だったので
す。 しか し、それ を常識 に変 えて国の政策 を動かそ うとまで してい るのです。我 々
に どれだけの利 益を与 え、我 が社会に どれ ほ どの貢献 を果 た してい るか、計 り知れ
ないほ どです。
3経 営者の心構え
私 の売上 日本一のお茶家 、すなわち5坪 ほ どの狭 い店舗 で1日1千 万円の売上 を
上げるために、従来の常識 か ら外れた こ とをや らせ ま した。私 は同業他社 だけで は
な く、全てが競合相手だ とい う発想 を しま した。従 って、私は同業者 にも自社の全
て を見せ ます。堂 々 とオープン します。そのせいで、全 国か らコンサル タン トや新
聞記者 な ど各界各層 の人が会社 を訪ね てきます。そ こでは、会社 内部 の利益率や原
価 率な ども全部 オー プンに し、それぞれの地域 で一番店 にな りなさい とい うのが、
私の信念 です。
経営者 としての私 のこの経営心情の根底 には、同業者 として互いに経営 ノウハ ウ
を教 え合 って、共に発展す ることが同 じ道 を歩む仲 間 としての姿勢ではないか との
強い思いがあ ります。私が九州でお店 を開いてい るわけで もな く、北海道でお店 を
開いてい るわけで もないのですか ら、た とえ同業者で もライバル とは見倣 さないの
です。 その代 わ りに、私 に とっての競合相手は、同 じ地域 に事業展開す る靴屋 さん
だった り、洋服屋 さんだった り、羊嚢屋 さんだった りす るわけです。
それ はなぜ か。 毎 日お茶 を飲 んで も店頭では1日1千 万円は売れないのです。年
間5億 何は売れ ないのです。それで は何 を売 るのかい うと、贈答品です。私に とっ
ては、羊葵、ブラン ド品の財布 な どが贈答 品 として買われ るのがライバルです。 同
業者で はないのです。 そ うしない と、 この くらいの繁盛店 はできない とい うこ とで
す。
昔 は、今 の よ うに冷暖房がないですか ら、夏になる とお茶 の売上は3分 の1ほ ど
に落 ち込みます。その夏にお茶 を売 ったのです。 私は、人が動 くとカネ とモ ノが必
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ず動 くとい う考 えの下で、東京駅 でお茶 を これ らの人々にお土産 として販 売 しま し
た。例 えば、 日本全国 の半分の人が動 くと、6,000万 人にな りますね。 これ らの人
たちが動 くと、 もの凄いカネ とモ ノが動 くわ けです。その人達 に 目をつ けて、お茶
を売 るわ けです。 その結果、真 夏 に1日300万 円の売上が達成 できたわ けです。 こ
れは正に非常識 を常識 に変えた成果 です。
です か ら、経営革新 とい うのは、非常識 を常識 に変 えた時 に、それが企 業の中で
収益 をもた らし、他社が絶対 にマネのできない競争力 を形成す るのだ と考えていま
す。
4地 域一番店戦略の実践
私 の会社 の 「地域 での一番店 戦略」 につ いてお話 します。モ ノが売れ る とい うの
は、多様 な要 因がバ ランスよく働いて初めて売れ るのです。つ ま り、品質、価格 、
サー ビス、社員教育、店づ くりな どの多様 な歯車があ ります。 これ らの歯車が微妙
に絡みなが ら、モノは売れ るわけです。 日本一のいいものを、 日本一のいい場所 で、
目本一の安い価格 でモ ノを売れ ば、直ちに 日本一 の繁盛店 になるのか とい うと、そ
れ は違 います。 多 くの経営の歯車が一つひ とつ微妙 に絡 み合いなが ら、モ ノは売れ
るのです。
価格 を重視す るのか、品質 を重視す るのか。価格が安 いか らデ ィスカ ウン トでは
ないのです。 品質 に対応 して価格 が安 いのが本 当のデ ィスカ ウン トです。 その品質
に対 して、その価格が十分 に値す るか ど うか。価格 とい う歯車に重点 を置 くのか、
品質 とい う歯車に重点 を置 くのか、あるいは、全ての歯車の微妙 なバ ランスの確保
に焦点 を置 くのかで決 まるわ けです。 ですか ら、モ ノが売れ るとい う目標 に対 して、
多 くの歯車の中の どの歯車 を重視す るか、 とい うところに地域一番店戦略 があ りま
す。
私 は、1つ で もいいか ら一番 いい ものを売 ろ うとしま した。 その結果、その こと
が強いイ ンパ ク トを与え、お客様 の 口か ら口へ と拡 が り、あの店で売ってい るお茶
は うまい とい うロコ ミに より物凄 く売れま した。私 は流通業 だったか ら、 この よ う
な方式で うま くいった面はあ りますが、会場 の皆 さんで事業 をや ってお られ る方は、
自分の立場 で活用 してみればいい と思います。
何で地域一番店 になるのか。技術 か、サー ビスか、品揃 えか、あるいは、社員教




、会社 のカ にな り、強みにな ります。 あなたの会社の強み は何です
か、 とい う質 問にちゃん と答え られ ないのは、駄 目です。 当社 は この よ うな強みが
あ ります とい う返事 がす ぐにで きる時、それが地域一番店にな ります。
私は今健康茶 をつ くっています。50歳 で事業を始 め、高齢化社会 を迎えて皆 さん
が元気 で、長生 きす るの に貢献す るために健康茶 をつ くる会社 を設立 しま した。 そ
れが50歳 の時だったのです。50歳 に会社 をつ くった時 には、仕入先 も販売先 もゼ ロ
です。 娘が高校 と大学 に通わなければな らない50歳 の時 に始 めたわ けですか ら、本
当に大変な時期で した。 しか し、私 に とってはこの よ うな リスクが楽 しくて しょう
がないのです。その時に何 を考 えたのか とい うと、 とにか く潰れ ないで、生 き残 る
会社 をつ くろ うと思ったのです。 同時 にまた、経 費のかか らない会社 をつ くろ うと
思いま した。信用金庫 か ら家屋敷を抵 当設定 して資金 を借 りて、今の 「がん こ茶家」
事業 を始めま した。
10年 後 には 自分の工場 を持 ちたかったのですが、予定よ り1年 遅れて去年 の4月
に工場 を持っ ことができま した。従 って、 目標 を持つのが どれだけ大事 なことかが、
皆 さんにお分か りいただけ ると思います。 私が会社 をつ くった時、60歳 で定年退職
した人 と主婦のパ ワー を利用 して、正社員ゼ ロに して経 常利益1億 円の 目標 を立て
ま した。60歳 で定年退職 した人は、働 き先 に困ってい るので感 謝の気持 ちがあ りま
す。 そ して、主婦 は新卒の人 よ りも絶対 にパ ワー があ ります。
私の新会社 は、設 立5年 後 には5千 万円の利益 を出す よ うにな りま した。 この間、
経営の危機や リスク とい うマイナス要因を楽 しむ ことに しま した。安定 した状況 に
満足すれ ば、その人 の人生はそこで終わ りです。安定 に満足せず、次の 目標 を定め
て果敢に行動す ることで、時に安定 をぶ ち壊す ことも辞 さず との覚悟 が最 も大切 だ
と思います。
5地 域社会への貢献
地域 に立地す る中小企業 は、地域社会 に貢献す るか しないかが、生 き残れ るか ど
うかのメル クマール です。 中小企業 とい うのは、全国をカバーす る企業ではないの
で、私達は平塚 とい う地域 で しか商売 をや っていないのです。 中小企業の数 は どの
くらいあるのか といいます と、240万 の会社の うち約98%が 中小企業 です。 そ して、
中小企業の 中で従業員 が10人 以下が80%、30人 以下が94%、100人 以下が98%で す。既
存の会社で10年 後 に生 き残れ る企業 は、中小企業 を中心に僅か に4%し か見込めない
21
国 際経営フォーラムNo.16
とも言われ ています。 ですか ら逆 に言 えば、チ ャンスがいっぱい あるとい うこ とで
あ ります。 そ して、 日本 の98%を 占める中小企業の経 営者 が社員教 育を行 い、人材
育成 を通 じて 日本社会 に貢献す る ことがいい とい うことがいえます。
そ こで、私が地域 において具体的 にどの よ うに して売上高一番の繁盛店 をつ く り、
どんなこ とで地域社会 に貢献 したのかについて話 をします。私 は、お茶 を500円 買っ
たお 客に、200円 の海 苔 を10円 で売 りま した。 です か ら、1,000円 分 買い ます と、
1個200円 の海苔 を20円 で2つ も買 えるわけです。その10円 は、募金箱 を設置 して募
金箱 に入れま した。その よ うに して集 まったお金 は、社会福祉 協議会 にお渡 ししま
した。私 に とっては、10円 を社会 に寄付 した ことにな ります。
ご承知 の とお り、募金のお金 を社会福祉協議会 に寄付 します と、官報 に載 ります。
その際 に頂いた受取書をお店 に展示 します。そ うします と、 この会社は 自分た ちの
収益だ けではな く、 この よ うな ことを通 じて社会 に貢献 しているのだ と地域の人々
が思 って くれ るよ うにな ります。地域 の人 々がその ことを認 めた ときに、私は地域
に貢献 しているのだ と思います。
次 に、私 は12年 間老人ホームを回 りま した。 お茶 と柏餅 をもって訪 ねま した。 そ
して、元気 な老人の方 を集 めてお茶 を飲 んで、談笑 して、カラオケ もや ります。 も
う1つ は、特別療養老人ホームにも行 きます。 ここは寝たき りの方が多いので、 こ
こに学生諸君の よ うな若 い社員 を連れ て行 き、それぞれの部屋 を回 りなが ら、お茶
をお出 しします。そ うす ると、活気のない老人ホー ムの雰囲気が明るくな ります し、
非常に感激 して くれ ます。 このたった一杯 のお茶が、お訪ね したホー ムのお年寄 り
には100万 円以上の価値 を持つ ことにな ります。
事業の道は、相手 のために どの くらい汗 を流 したかです。汗 を流 した分だけ相手
が感動 して くれ るのです。 この よ うな気持 を持 ってい る社員 を店長 にす るか ら、店
が繁盛す るのです。お店 でタダ飲 みのサー ビスをす ると、子供 がいっぱいきま した。
最初 はいやだ と思いま した。親 にタダ飲みのお茶 を差 し上 げると、親 が子供 に飲 ま
せ るんです。 その姿 を見て、私 はとんで もない間違 いを していたこ とを知 りま した。
それ か らは子共 に徹底 的に飲 ませ ま した。そ うした ら、子供達 があの店 でお茶 を何
杯 タダ飲 み したのか を、家 に帰って 自慢 げに親 に話 します。お店 の噂が子供たちの
口を通 して拡が ります。ついには、子供 がタダ飲み に しているお店に行 き、親 も何
かを買お うとす るのです。その気持 ちになるのです。
老人 ホームで10万 円以上使 って も、老人ホームの職人やそ この老人たちの家族が、
皆私のフ ァンになって くれれ ば、それ が 日商1千 万 円以上 の原動力 な ります。それ
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は、地域社会 が私 を認 めて くれ たか らで きるのです。相手のた めに どの くらい汗 を
流 したのかが、地域社会が どの くらい私を評価す るのかの尺度 であ り、 ビジネス と
して生 き残れ るか淘汰 され るかの道(法 則)で す。 そのこ との証 明は、ボー リング
場 の盛衰 です。全盛期 には 日本全国 に3,300ヶ 所以上 あ りま したが、今 は300ヶ 所 ほ
どしか残 っていませ ん。需要 と供給をつか さどるのは、用 ・不用 の法則 です。必要
なものは生 き残 り、必要で はない ものは 自然淘汰 され ます。
最後 に、我々 中小企業が生き残れ るか ど うかは、地域社会 が私達 を生き残 して く
れ るか どうかに懸かってい ます。生 き残 りたかった ら、地域社会 のた めに どの くら
い汗 を流す かです。唯一それ に懸 かっている と断言 できます。地域社会 の人々に、
自らの地域へ の貢献や奉仕 を正 当に認 めて もらった時に、地域 で生 き残れ るのだ と
い うこ とを、私の長年 の事業活動 の結果 として確信 しています。
最後 まで ご静聴頂 き、有難 うございま した。
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